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姉 崎 地 区（前年同期比）

世帯数 14,395 世帯(+128)

人 口 28,881 人 (-184)

男 15,046 人 (-151)

女 13,835 人 ( -33)

令 和 2年 10月 1日 現 在

【 賛 助 金 】
皆様からの賛助金が重要

な活動資金になります。

10月末現在 246,000円
引き続き「アネッサ」が

賛助金の窓口になります。

団体・個人を問わず皆様の

ご協力をお願いいたします。

橘 無我（妙経寺住職）様
79,100円

上総吟游会様
5,000円
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山新南町町会通いの場推進員

中戸 幹郎
昨年度は月１回の実施でしたが、今年度からは市の意向

により、週１回以上を目標に実施することになりました。

急激に進む高齢化に対応して、最近よく使われるフレイ

ル（虚弱）に対し、通いの場は非常に効果のある取り組み

であると考え、昨年度より実施してまいりましたが、今年

度はコロナウイルスの関係で、やむなく

開催を見送ってきました。８月より《通

いの場ふれあいサロン》を実施すること

としました。コロナ禍が収束しない中で

あり、コロナ対策に対し万全を期する中

で、２週連続実施しました。

しかし、東京都以外の地方にも感染が拡大する中で、室

内換気が十分でない環境では、参加している人が全て高齢

者であり、このまま続けることに対しリスクが高いこと、

また、参加者から不安な声も聞かれました。このため計画

した次週以降の実施を暫く中止することとしました。

再開につい

ては、コロナ

禍が収束に向

かう見通しと

なったこと、

及び、皆様の

意向をお聞き

する中で再開

を検討してま

いります。

令和２年度は、

新型コロナウイル

ス感染拡大で、大

変な幕開けとなり

ました。皆様も感

染拡大を防ぐために手洗い、うがい、

検温、マスク着用と予防に努めてい

ただいている事と存じます。更に、

外出にあたっては、密閉・密集・密

接の３密を避け、ソーシャルディス

タンスを保つという新しい生活習慣

を身に着けてこられたと思います。

又、改めて健康の大切さ、有難み

を感じ、平凡だった日常がどんなに

有難かったかを知る機会となってお

ります。こんな時だからこそ、自宅

でできる体力増進体操や読書、園芸

等新しい趣味を見つけ、新しい生活

習慣を取り入れた新型コロナウイル

スに負けない体力と免疫力をつけ、

毎日笑顔で過ごしたいものです。

社会福祉協議会の主な活動（福祉

バザー、ふれあい会食会、茶話会、

子育てサロン等）の開催は停止して

おりますが、今後、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止に配慮し、徐々に

再開してまいります。参加する皆様

にもご協力をいただき「うつさない、

うつらない」を基本に３密を回避し、

マスク着用、手洗いの励行などしっ

かり感染対策をしながら楽しんでい

ただきたいと思います。

災害が発生し避難所を開設する場

合、避難所開設・運用マニュアル

（新型コロナウイルス対策編：令和

2年9月 危機管理課）に沿って対応

してまいります。

このような困難な時代にあっても、

私たちが目指しているのは、地域の

お年寄りや子供たちが安心して楽し

く暮らしていくことができるまちで

す。皆様と支え合い、助け合うまち

づくりを目指して頑張っていく所存

でございます。これからも、皆様の

ご支援とご協力を賜り、活動に邁進

してまいります。

第54号（1） そ よ 風 令和2年12月3日

新しい生活習慣を目指して

第54号（４） そ よ 風 令和2年12月3日

富士見第１町会長

斉藤 義人
今回は、富士見町をご紹介いた

します。地図上では富士見町という

地名はありませんが、元来この地は、

八反甫＊（名勝八反甫の石碑があり、

白砂青松の海岸が連なり、西は富士、

東は遥かに姉埼神社の鬱蒼とした森

が見える風光明媚な地）と呼ばれた

田園地帯であった。海

岸線（内房線から100m

先は直ぐ海でした）には、

海水浴や潮干狩り、すだ

て遊び等のお客様用に納

涼台があり、中西石材店から海岸に

続く当時の細い道路に、観光バスが

十数台も連なっていました。（当時

はヨーカドー脇の陸橋はなく踏切が

あった）

子供の頃（昭和20年代後半～30年

代）の思い出は、海と山の交換学習

が、海の姉崎小学校と山の埼玉県越

生小学校との間で、交流が長く続い

たことでした。（二泊三日で教室に

泊まった）

昭和20年代後半当時、秋葉家（現

精肉店）を含み、わずか3世帯が居

住、回覧板は山新（現山新南町町会）

より届いていた。

昭和33年より区画整理が始まり、

後に複数の地元有力者の方々のご尽

力により「潮見通り」の開通となり、

住宅・商店・飲食店が混在する2000

世帯からなる住宅地域へと変貌した。

昭和40年代前半から現商店街が形

成され、富士見町商店街と命名され

たのが始まりである。

現在、町会は富士見第1～第3まで

の3町会で構成されている。

姉崎は、昔から半農半漁（農業一

般と漁業及び海苔作り）であった。

昭和30年代前後に「千葉県の産業振

興計画」により「京葉臨海工業地帯」

が40年代にかけて建設され、現在は

日本有数の工業地帯に発展している。

＊八反甫（はったんぶ、はった

んぼの両説あり）

【令和２年度の姉崎地区町会長会の役員です】

今春、千種地区7町会が独立し、姉崎地区は32の町会となりました。

各町会の活動が円滑になるよう役員一同、力を合わせて頑張っています。

【 ご 寄 付 】

ありがとうございました

姉崎地区社会福祉協議会

会長 相川 敏子

富 士 見 町 の 成 り 立 ち

【 福 祉 バ ザ ー 】

今年は中止になりました。

新たに歳末たすけあい募金

活動を行っています。

ご協力をお願いいたします。

＊＊お詫び＊＊

７月号は新型コロナ感染拡大により

休刊となりました

令和２年度の通いの場活動について
「チャレンジ通いの場」

平成30年度から月１回の「通いの場推進事業（令和

2年3月終了）」は、２年を経て今年度は新たに週１回

を目指して月１～３回の活動を行う「チャレンジ通い

の場事業」が実施されています。六
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「早く―!」昨年の会食会

健康体操 イッチ･ニー･サン

「名勝 八反甫」の碑

富士見町商店街

今夏より 市原ナンバーが

お目見えしました

ドヤ顔で ずらり並んだ １１９



役職名 氏　名 所 属 団 体 等

顧 問 安 藤 久

会 長 相川 敏子 民生児童委員協議会

副 会 長 川上 孝江 民生児童委員協議会

〃 桃尾 英宣 町会長会

〃 黒川 実男 小域福祉NW（青葉台小）

会計部長 小野田俊信 民生児童委員協議会

〃 担 当 田丸 惠子 　〃（主任児童委員）

事業部長 小 泉 豊 町会長会

〃副部長 水田 葉子 子育て家庭支援員協議会

〃副部長 山本 芳夫 民生児童委員協議会

〃副部長 桑原 秀明 　〃

事務部長 本多みつ子 更生保護女性会

〃 担 当 吉成 正司 町会長会

理 事 窪園 正二 　〃

〃 渡辺 時雄 　〃

〃 石井 英之 民生児童委員協議会

〃 安藤 敏子 　〃

〃 大山加代子 　〃

〃 青木 律子 　〃

〃 窪園 和子 　〃

〃 切替みどり 　〃

〃 田丸 貞子 　〃

〃 鈴木 正夫 　〃

〃 齋藤 浩子 　〃（主任児童委員）

〃 田丸 榮一 小域福祉NW（姉崎小）

〃 川又 昇造 小域福祉NW（明神小）

〃 岩撫 幸子 食生活改善協議会

〃 藤沢 朝代 子育て家庭支援員協議会

〃 早坂 貴子 　〃

〃 中島 宗光 遺族会

〃 坂本 範子 更生保護女性会

〃 潤間 惠子 　〃

〃 坂本 宏美 明るい選挙推進協議会

〃 中島 光孝 地域包括（たいよう）

〃 猪股 理寛 地域包括（しおみ）

〃 中西 英広 青少年相談員連絡協議会

〃 高島 直彦 企業（JFE溶接鋼管）

〃 諏訪 孝明 姉崎公民館

〃 市川 博文 地域行政機関

監 事 進藤 和江 保護司会

〃 寺田 喜昭 町会長会

 16号線

姉崎  潮見通り

 五井市街

丸亀製麺 ドンキー

千種小 包括支援センター
「しおみ」

山新町会地区 担当の

民生委員・児童委員が

桐谷 徹 さんから

露崎 昭一 さんに

交代になりました。

桐谷さん 長い間ありが

とうございました。

青葉台みどりヶ丘の老人会「青葉台緑会」には8サーク

ルありますが、その中で素晴らしい歌声を提供しているの

が、私たちコーラス部です。

緑会コーラス部は現在、男性2名と女性24名のメンバー

で、平均年齢はさほど高くないです。月2回みどりヶ丘集

会所にて活動しています。

コロナ禍の影響でこの春から中断していましたが、6月

から人との間隔をとり、検温、マスク着用、アルコール消

毒、換気で、いわゆる３密を回避しながらの練習を再開

しています。

練習開始は発声

練習ではなく、呼

吸を整える準備体

操で始まり、ギター

とベースの伴奏で、

ナツメロ、昭和の

歌、懐かしき童謡

を、若かりし頃を思

い出しながら、ひた

すら歌います。

コーラスと言っても、高尚な二部や三部合唱ではなく斉

唱です。ただみんなで声をあわせ、心を一つに楽しんで歌

います。

ギターの原さんが歌をリードし、時には歌い方の指導と

か、曲の解説やエピソード、高音は練習することによって

出るようになるとか、発声は健康に資するとか、楽しい解

説が聞けます。爽やかな歌声で得意な曲を歌うと、歌声に

酔いしれ、自賛の拍手が自然と発生、小さな感激、感動を

感じます。

緑会での発表の他、社協の会食会、市

老連の芸能発表会、青葉台サロン等に参

加することもあります。歌うことは、ス

トレス発散、気分爽快、精神的にも体力

的にも効用あり、歌うって楽しいですね。

アネッサの詩吟教室に通いはじめ

て既に十年。

コロナ禍で自粛中の吟友もアネッ

サ再開の知らせを待ってるだろうな。

たいへんありがたい一報でした。

さっそく、Lineでリモート練習し

ていたグループにお知らせしました。

再開初日はちょっぴり緊張。検温、

マスク着用、手指の消毒、団体の初

回の同意書を提出し、さっそく自慢

の「ファーミー ラシドミー」出る

出る吟声、腹の声。

距離を保ち、窓を開けて、詩吟の

大会や審査に向けて錬成が始まりま

した。まだまだ続くコロナのニュー

スや長梅雨にもめげずに、マスク越

しでの和やかなおしゃべりも弾みま

す。

スタッフの皆さんの一生懸命な姿

に触れて、今でも会場の使用前後

には手分けして、机や椅子の消毒を

行っています。

体育室やトレーニング室、入浴サー

ビスも再開され、アネッサは正に私

たちの大切な憩いの場であることを

再認識させてくれました。

「マスクから

笑みがこぼれる

テレパシー」

南房総誠吟会椎津教場 田巻

青葉台から爽やかな歌声が

緑会コーラス部長 渡邉 妙子

第54号（３） そ よ 風 令和2年12月3日第54号（２） そ よ 風 令和2年12月3日

＜転入＞ 島田 奈美さん

「前任の鈴木茜さんに代わっ

て、アネッサ駐在の保健師

として戻ってきました。窓

口で、また皆様とお会いで

きて嬉しいです。」

当センターは昨年4月

に発足し、約1年半が経ち

ました。

姉崎地区と五井西地区

における「地域住民の総

合相談窓口」として、日々

多種多様な相談をお受けし

ています。相談例で多いも

のは次の３つになります。

①介護保険サービスに関すること

②認知症に関すること

③生活困窮に関すること

昨今では災害や感染症に関する相談も増えています。必

要に応じて関係機関と協力しながら個々の課題解決に努め

ています。

当センターに相談されることに対して、「敷居が高い」

という認識を持たれている方は少なくありません。敷居な

どありません。個人情報は守ります。感染予防対策の徹底

にも努めています。どうか今抱えている問題がより深刻と

なる前に、お気軽にご相談下さい。

■メンバー紹介

管理者 ：猪股 理寛

主任介護支援専門 ：金児 千鶴

保健師 ：池田 裕子

社会福祉士 :稲毛 大輔、石川 祥子、吉村 和人

介護支援専門員 ：高澤 菜央美

事務員 ：丹 聡美

今年4月より主任介護支援

専門員・金児千鶴、7月より

社会福祉士・吉村和人を加

え、現8名体制で対応してい

ます。今後とも当センター

をよろしくお願い致します。

新設一年半を振り返り
地域包括支援センター「しおみ」

センター長 猪股 理寛

明日からアネッサが使用

できるようになりました。よろし

かったらどうぞ！（Мさんから☎ ）

アネッサは地域の憩いの場

なんとしてもアネッサを

コロナの発生源にしたくない

んです。毎日の清掃や消毒で手荒

れが酷くなりました。（Ｔさん）

アネッサ人事異動

早かったですね。

さっそくですが、5月30日(土）

から借用お願いできますか(^^♪

民生委員の交代

検

温

計

シールドやマスクをしての発表会

距離をとっても歌声は相変わらず

「しおみ」☎ 0436-26-5151

令和２年度 姉崎地区社会福祉協議会役員

横田先生を囲んで

気軽に相談


